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【事業費】
No 平成30年度
① 事業費（決算額） （千円） 2,802

2,802

人件費（従事職員数×6,300千円） 630
従事職員数 (人) 0.1

③ 総事業費（①＋②）　　　　　 　            　(千円) 3,432
一般財源 (千円) 3,432

(千円)
　　　　　財源合計　　　　　　          　　　　　　　　(千円) 3,432

事業
内容

平成２９年６月の図書情報館のオープンに合わせて図書情報館ＷＥＢサイト内に電子図書館を
開設し、パソコン、タブレット、スマートフォンなどで閲覧する電子書籍を市内在住の利用者に
限り貸し出すサービスを行っています。

目的
図書情報館の基本コンセプトである紙と電子を融合したハイブリッド型図書館の一環として、図
書館に来館することが困難な人や、通常の本では文字が小さくて読めない人など、文字サイズ
の変更、音声読み上げ等電子ならではの機能を利用して、多様な利用者が図書館のサービス
を利用できるようにします。

関連
事業

なし

1 事業名 図書情報館ＩＣＴ活用事業（電子図書館）

市民生活部アンフォーレ課図書情報係 事業開始年度 平成29年度

【成果指標】

電子図書館へのログイン回数（回）

平成30年度（実績） 令和元年度 令和2年度

4,127 5,600 7,000

【活動指標】

電子図書館で提供する電子書籍の蔵書数
（点）

平成30年度（実績） 令和元年度 令和2年度

1,467 2,000 2,500

電子書籍の貸出数（点）
平成30年度（実績） 令和元年度 令和2年度

1,890 3,000 3,700

需用費
役務費

年間事業費等
の推移

区分 平成28年度 平成29年度
0 2,735

事
業
費
内
訳

報償費

②
0 630

0.1

委託料
使用料 2,735

0 3,365

財源内訳
3,365

特定財源（　　　　　　　　など）
0 3,365



【実施状況】

※　折れ線グラフは蔵書数の伸び、棒グラフは月ごとの貸出数（年度計1,890点）
※　蔵書が増えると、つられるように貸出数が伸びる傾向が見て取れます。

※　ログインした＝電子書籍を借りようとした又は電子書籍を読んだ

【課題】

【論点】

年度末現在の蔵書数は５０５点、年間貸出数（６月から３月まで）は１，１０１点でした。

平成
28

年度

電子図書館へのログイン状況(H30/4～H31/3）

課題

活動実績・事業成果等を踏まえて記入
紙の図書にはない電子書籍ならではの便利さがあるにもかかわらず、電子図書館サー
ビスの利用促進につながっていない。

公開行政レ
ビューでの論点

電子図書館は、電子書籍ならではの機能により、仕事や家庭などの事情で図書館に来
館しにくい方や障害者が利用しやすい図書館サービスとしても期待できるので、電子書
籍の蔵書を増加させ、更なる利用促進を図っていきたいが、どうか。

改善取組
(これまでの改善内容)

平成２９年６月１日、図書情報館のオープンに合わせ電子図書館を開設(１人３点まで、１
５日間貸出可能）

活
動
実
績

平成
30

年度

平成
29

年度
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電子書籍蔵書数・月別貸出数

貸出数 蔵書数

0-9歳 36 1.7 60
10代 100 2.4 235
20代 110 3.0 329
30代 222 2.6 588
40代 305 4.4 1,356
50代 235 4.8 1,133
60代 95 2.5 240
70代 36 2.9 105
80代 16 3.9 63
その他 2 6.5 13
小中学校 2 2.5 5
全体 1,159 3.4 4,127

年齢層 人数
平均 合計

ログイン回数
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【参考比較】

電子書籍の平成３０年度末現在蔵書数及び平成３０年度の年間貸出数

安城市
豊川市
一宮市
大府市

提供されている（入手可能な）電子書籍の点数は24,765点（R１年６月現在）
ですが、紙の本は、毎年約75,000点の新刊が出版されています。

2,372 7,433
1,342 3,976

他市の
実施状況等

蔵書数 貸出数
1,467 1,890
2,611 2,823 ※豊川市はＨ29の数値


